
    

 
 
 

日時：平成２１年１１月６日（金）  
午前９時３０分～午前１１時３０分  
場所：キャンパスプラザ京都２階ホール

 
 

１ 開会 

 

２ 部会長あいさつ 

 

３ 議事 

 (1) 副部会長の指名 

(2) 共汗部会の役割や次期京都市基本計画の構成等について 

(3) 意見交換 

 

４ 閉会 

 

（配付資料） 

 ・ 次第 

 ・ 名簿   

 ・ 配席図  

 ・ 【資料１】審議会の全体構成と共汗部会の役割について 

 ・ 【資料２】次期京都市基本計画の構成について 

・ 【資料３】分野別方針記載項目（案） 

・ （資料３－別紙）政策－施策の仮体系（案）   

・ 【資料４】共汗部会の運営について（案） 

・ 【参考資料】基本計画の４０指標の達成状況 

 



京都市基本計画審議会委員部会別名簿 
 

（５０音順，敬称略，◎は部会長） 

 

【活性化部会】（１７名） 

 

・ 秋月
あきづき

 謙吾
け ん ご

 京都大学大学院公共政策連携研究部教授 

・ 麻生
あ そ う

 圭子
け い こ

 エッセイスト 

・ 市川
いちかわ

 貢
みつぐ

  北区基本計画策定懇談会座長，京都産業大学経営学部教授 

・ 岩井
い わ い

 吉彌
よ し や

 元京都大学大学院農学研究科教授 

・ 柏原
かしはら

 康夫
や す お

 株式会社京都銀行頭取，社団法人京都市観光協会会長，社団法人京都府観光連盟会長 

・ 河村
かわむら

 律子
り つ こ

 立命館大学国際関係学部国際関係学科准教授 

・ 篠原
しのはら

 総一
そういち

 同志社大学大学院経済学研究科教授 

・ 孫
そん

 美幸
み へ ん

  立命館大学大学院社会学研究科博士後期課程 

・ 髙
たか

嶋
しま

 学
まなぶ

  京都府政策企画部長 

・ 田中
た な か

 翔
しょう

  公募委員 

・ 辻
つじ

 俊子
と し こ

  公募委員 

・ 新川
にいかわ

 達郎
たつろう

 未来の京都創造研究会座長，同志社大学大学院総合政策科学研究科教授 

・ 西村
にしむら

 明美
あ け み

 柊家株式会社取締役 

・ 橋爪
はしづめ

 紳也
し ん や

 伏見区基本計画策定委員会座長，大阪府立大学観光産業戦略研究所長 

・ 平井
ひ ら い

 誠一
せいいち

 京都市未来まちづくり 100 人委員会代表幹事，株式会社西利代表取締役専務 

◎ 堀場
ほ り ば

 厚
あつし

  京都経済同友会特別幹事，株式会社堀場製作所代表取締役会長兼社長 

・ 松山
まつやま

 大耕
だいこう

 未来の担い手・若者会議Ｕ３５議長，妙心寺塔頭・退蔵院副住職 

 

 
 



京都市基本計画審議会 第１回活性化部会 配席図 

 

日時：平成２１年１１月６日（金） 
                          午前９時３０分～午前１１時３０分 

 場所：キャンパスプラザ京都２階ホール  
 

（出入口） （出入口）

 
（関係者席） 

総合企画局長

総合企画局
政策企画室長

総合企画局政策企画室
京都創生推進部長

（記者席）  
（傍聴者席） 

堀場部会長 副部会長 

秋月
委員 

麻生
委員 

岩井
委員 

市川
委員 

篠原 
委員 

孫 
委員 

髙嶋 
委員 

西村 
委員 

平井 
委員 

松山 
委員 

行財政局長

財政担当局長

産業観光局長

観光政策監

企 画 監

（傍聴者席） 

田中 
委員 

河村
委員 



審議会の全体構成と共汗部会の役割について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総  会 

◇全体的方針の確認 

◇計画案の取りまとめなど審議会としての意思決定 

融合委員会 

◇京都の未来像と重点戦略などを審議 

◇基本計画の全体調整 

共汗部会 

◇分野別方針を審議 

うるおい部会 

＜検討対象分野＞ 

環境，市民生活，

文化など 

活性化部会 

＜検討対象分野＞ 

産業，観光，行

政経営など 

すこやか部会 

＜検討対象分野＞ 

福祉，保健，教

育など 

まちづくり部会

＜検討対象分野＞ 

都市計画，住環

境，都市基盤な

ど 

分野別方針案を提案 融合的な課題を提案 

京都の未来像，重点戦略を提案

資料１ 



次期京都市基本計画の構成について 

 
次期京都市基本計画の策定については，当面，以下の考え方を基本として進める。 

 

１ 策定の趣旨 

・ 「京都市基本構想」の下，今日的な社会経済情勢を踏まえ，地域主権時代のモデ

ル都市を目指した今後１０年間の京都の未来像と主要政策を明示する都市経営の

基本となる計画として策定する。 

・ 従来の行政施策のみを掲げる「行政計画」の域を超え，市民，企業など多様な参

画主体と行政とが役割分担と協働によってまちづくりを進める指針となる「共汗型

計画」として策定する。 

・ 策定に当たっては，①「徹底した市民参加と徹底した職員参加」，②「徹底した

未来志向」，③「実現に向けた道筋を描く徹底した戦略性の追求」を重点とする。 

 

２ 期間 

基本計画の期間は，平成２３年度から１０年間とする。 

 

３ 名称 

  「共汗型計画」として，市民と共有する親しみやすい名称を，公募により定める。 

 

４ 構成－戦略的かつ簡潔・明瞭な計画に－ 

将来ビジョンとそれを実現するための重点戦略等を明示する戦略的なものである

とともに，市民が容易に理解し「京都の未来像」やそれに至る道筋などをイメージ

できる簡潔・明瞭なものとする。 

（１）基本方針  

ア 基本計画の在り方 

    計画の位置付けや計画期間などを記載する。 

イ 都市経営の理念「地域主権時代のモデル都市」 

今後１０年間における都市経営の理念「地域主権時代のモデル都市」について

記載する。 

ウ 検討の視点・背景 

地域・生活，都市など，京都の未来像を検討する際の視点と，社会経済情勢や

人口推計など検討の背景を記載する。 

 

（２）京都の未来像と重点戦略 

京都のポテンシャル（潜在的な強み・京都力）を活かす方向で優先順位を明確

にした政策展開が可能になると同時に，市民が共汗できるような分かりやすい計

画となるよう，１０年後の「京都の未来像」と，それを実現するために重要と思

われる行政分野を横断した「融合」の視点によるいくつかの「重点戦略」を掲げ

る。 

ア 京都の未来像  

「都市経営の理念」に基づき，市民の生活や都市の姿といった視点から，京都

の未来がこうあって欲しいという夢や願いを表現したものを記載する。 

イ 重点戦略 

京都の未来像を実現するために，特に優先的に取り組むべき，行政分野横断的

な政策であり，課題を達成するために有効な道筋や主要な事業，必要な資源など

が示された戦略的な政策を記載する。 

資料２ 



（３）分野別方針  詳細は，別紙「分野別方針記載項目（案）」参照 

政策ごとに１０年間の基本的方向，政策指標，それを実現するための施策を記載

したもので，市全体の総合的な政策体系を簡潔に示すとともに，各局等が策定する

分野別計画や毎年度の運営方針の基本となるものとする。 

・ 市民にとってのわかりやすさと同時に市職員の使いやすさを確保することも考

慮する。 

・ 「手段」としての個別の事業ではなく「目的」としての将来ビジョン（目指す

べき将来像）を明快に表すこととする。 

 

（４）行政経営の大綱 

基本計画を実効性あるものにするとともに，持続的な財政運営を可能とする観点

から，行政経営の大綱を計画に一体化させる。 

 行財政改革やマネジメントの仕組みなど，次期基本計画全体を進めていくための

基盤であり，重点戦略や分野別方針を進めていくための行政内部の方針となるもの

を記載する。 

 

（５）基本計画の推進体制や点検・評価の方法 

計画策定後のマネジメントの在り方を踏まえた市民との共汗による計画の推進

体制や実施状況の点検・評価の方法等を記載する。 

 

＜その他＞ 

○ 基本計画の下位計画として実施計画を策定 

基本計画の実効性を担保する観点から，基本計画の下位計画として，３～５年間

程度の期間における個別・具体的な指標や事業を示す実施計画を策定し，時代の変

化に柔軟に対応する。 

 

○ 区基本計画や都市計画マスタープラン等との連携 

都市計画の基本方針である都市計画マスタープランや，魅力ある地域づくりの指

針である各区基本計画をはじめ，各部局が策定する分野別計画と十分な連携を図る。 



分野別方針記載項目（案） 

１ ○○分野 
  別紙「政策－施策の仮体系（案）」参照 

 
 

現状と課題 

・ 当該分野の現状と課題を端的に記載 

・ 統計データ等の客観的な数値を示しつつ，現状やこれまでの動向，将来の傾向

などを記載 

・ 併せて，今後取り組むべき課題を提示 

・ 現状や課題を示すデータ，グラフ等を記載 
 

政策の基本方向 

・ 実現すべき将来像を提示 

・ 政策全体について，現状と課題を踏まえ今後取り組むべき方向性を提示 
 

市民と行政の役割分担と共汗 

・ 市民（各種団体や NPO 等）と行政の役割分担と共汗の在り方を端的に記載 
 

政策指標  

・ 当該分野において，その達成度合いを表す象徴的な指標（政策の最終の成果に

着目したもの）を概ね３～５程度記載 

・ 10 年後に実現すべき目標値を記載 
 

推進施策 

・ 政策で示した内容を具体的に実現するための道筋を記載 

・ 政策分野の目標を達成するためのいくつかの施策について簡潔に記載 

・ 政策の実現に向けた中間的な成果に着目した指標を記載（時代や社会環境の変

化に柔軟に対応できるよう，具体的な目標値は分野別計画に委ねる。） 

 

関連する分野別計画  

・ 当該分野に関連する主な分野別計画を記載 

・ 時代や社会環境の変化に柔軟に対応できるよう，具体的な目標値は分野別計画

に委ねる 

キャッチフレーズ（政策の基本方向） 

資料３ 

※ 「政策」と「施策」の関係については，裏面に簡単な説明を付けております。 



基本計画分野別方針に記載する政策及び施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（京都市基本計画） 

 

 

                    

 

 

                  

 

 

                 

 

 

 

 政策

事務事業 

・美しいまちをつくる 

・市民，事業者と一体となったま

ちの美化の推進 

・個性的で美しい景観の形成 

・水と緑を生かしたまちづくり 

・木の文化が息づくまちづくり 

・まち美化活動の促進 

・自然景観等の保全 

・公園，河川の整備 など 
(政策・施策を達成するための手段) 

（政策を具体的にどうするか）

（市が目指す
基本的な方向）

施策 

【現行基本計画における「美しいまちをつくる」での例】 

２６項目

１０６項目

政策とは 

基本計画において定める市政の各分野における基本的な方針 

施策とは 

政策を推進するための個々の具体的な方針  



資料３－別紙  

政策－施策の仮体系（案） 
 
 
 
 
 

  政策（１６） 施策（４６） 

 環境 地球温暖化対策 
環境保全 
循環型社会 

 市民生活 男女共同参画社会 
青少年対策 
市民生活 
人権 

う
る
お
い
部
会 

 文化・スポーツ 文化・芸術 
スポーツ 

 産業 商業・産業 
農林業 

 観光 観光 

 大学・国際化 大学 
国際化 

活
性
化
部
会 

  （広報・広聴） 
（市民協働） 
（情報化） 
（人材活性化） 
（行財政改革・創造） 

 福祉 障害者福祉 
地域福祉 
子育て支援 
高齢者福祉 

 保健 保健医療 

す
こ
や
か
部
会  教育 学校教育 

生涯学習 

 都市づくり 都市計画の推進 
都市計画マスタープランの推進 
公共建築物の整備及び維持 

 景観 自然・歴史的景観の保全 
市街地景観の整備 
眺望景観の創生 
歴史まちづくりの推進 

 都市基盤 道路・街路・高速道路の整備及び維持 
公園緑地の整備及び維持 
土地区画整理事業の推進 

住宅 京都らしいすまい・まちづくりの実現 
住み継がれるすまい・まちづくりの実現 
誰もが安心して暮らせるすまい・まちづくりの実現 

 

交通 公共交通利便性の向上 
未来の公共交通まちづくりの推進 
公共交通優先のライフスタイルへの転換 
市バス・地下鉄の維持・向上 

都市づくり 建築物の安心安全の推進 

消防・防災 火災予防対策の推進 
消防活動体制の充実 
救急体制の充実 
防災危機管理体制の充実 

 

ま
ち
づ
く
り
部
会 

 
くらしの水 水の安全・安心・安定 

水の環境 
河川・排水路の整備及び維持 

行政経営の大綱

市政の各分野を総合的・体系的に整理し，分野別方針の検討の対象となるまとまりを示したもの 
○ 「政策」欄には，行政分野(基本的には市役所の組織における最も大きな構成単位である局の所管)を仮

置き 
○ 「施策」欄には，行政分野を更に詳細にしたもの(基本的には局の下位に位置する組織の所管)を仮置き



共汗部会の運営について（案）＜活性化部会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各回において，政策分野ごとに以
下の項目を検討 
・現状と課題 
・政策の基本方向 
・市民と行政の役割分担と共汗 
・政策指標（目標値） 
 

分野別方針の検討 

・
共
汗
部
会
の
役
割
等
の
確
認 

・
課
題
・
意
識
の
共
有 

観
光
，
大
学 

・
国
際
化

産
業 

 

（又
は
行
政 

経
営
の
大
綱
）

・
基
本
計
画
第
１
次
案
の 

検
討 

・
政
策
分
野
ご
と
の
施
策 

体
系
・
指
標
の
検
討
① 

・
政
策
分
野
ご
と
の
施
策 

体
系
・
指
標
の
検
討
② 

・
基
本
計
画
第
２
次
案
の 

検
討 

未来像・重点戦略骨子の検討 重点戦略の肉付け 

・
未
来
像
・
重
点
戦
略
の 

洗
い
出
し 

・
未
来
像
と
そ
れ
に
対
応
し

た
重
点
戦
略
案
の
検
討 

・
未
来
像
・
重
点
戦
略
骨
子

案
の
検
討 

・
基
本
計
画
第
１
次
案
の 

検
討 

・
未
来
像
・
重
点
戦
略
の 

磨
き
上
げ 

・
基
本
計
画
第
２
次
案
の 

検
討 

第
１
回
総
会 

正
副
会
長
等
の
選
出
，
部
会
・
委
員
会
の
設
置 

第
２
回
総
会 

基
本
計
画
第
２
次
案
の
検
討 

第
３
回
総
会 

基
本
計
画
答
申
案
の
検
討 

<

共
汗
部
会>

 
<

融
合
委
員
会>

 

未来像・重点戦略の磨き上げ 

平成２１年度 
１０月   １１月   １２月   １月   ２月   ３月 

平成２２年度 
４月   ５月    ６月    ７月    ８月    ９月  １０月  １１月

第１回 

第２回 第３回 第４回

第５回 第６回 第７回 第８回 

基
本
計
画
第
１
次
案
公
表
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）

基
本
計
画
第
２
次
案
公
表
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）

基
本
計
画
答
申 

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

資料４ 

行
政
経
営

の
大
綱 

（又
は
産
業
）



基本計画の４０指標の達成状況 

 現行基本計画において，市民との共通の目標となる代表的な指標を「２０１０年の市民のくらし
とまち」として例示しております。各指標で掲げた目標値の達成状況については次の表のとおりで
す。 
 

章 指標名 策定時 現況値 目標値 

審議会等の女性委員比率 22.7％（H12 年） 30.5％（H20 年度） 35％

精神に障害のあるひとの障害者手帳取得率 21.7％（H11 年） 47.9％（H20 年度） 50％

最低居住水準未満世帯数の割合 

（ 総 務 省 ： 平 成 15 年 住 宅 ・ 土 地 統 計 調 査 ）

6.3％（H10 年） 5.7％（H15 年度） 0％

高齢者等のための設備のある住宅の割合 

（ 総 務 省 ： 平 成 15 年 住 宅 ・ 土 地 統 計 調 査 ）

42.1％（H10 年） 40.1％（H15 年度） 60％

障害のあるひとが社会参加（スポーツ・文化活動等）

をしている割合（平成 18 年度身体障害者実態調査） 

16.2％（H 8 年） 13.2％（H18 年度） 50％

障害のあるひとが社会参加（スポーツ・文化活動等）

をしている割合（平成 18 年度知的障害者実態調査） 

17.7％（H 8 年） 18.1％（H18 年度） 50％

中学校におけるスクールカウンセラー配

置数 

35 校（H12年度） 75 校（H20 年度）
（全中学校）

75 校
（全中学校）

子どもボランティアリーダー（現ふれあい

キッズ）数  

0 人（H12年度）1,511 人（H17 年度）
※平成 17年度事業終了

200 人（小学校区
に 1人以上）

訪問介護（ホームヘルプサービス） 32,000 回/週
（H12 年度）

48,737 回/週
（H21.4 月）

※予防給付含まず

46,000 回/週
（H16 年度）

介護保険施設の定員（介護老人福祉施設，介護老人保健

施設，介護療養型医療施設の合計） 

7,900 人分
（H12 年度）

10,888 人分
  （H20 年度）

9,300 人分
（H16 年度）

保育所待機児童数 （旧定義 533人）
（H12 年度）

180 人(旧定義 679 人)
（H21.4 月）

0 人

地域子育て支援ステーション数 85 箇所（H12年度）172箇所（H21.10 月） 180 箇所

基本健康診査受診率 

 

32.6％（H11 年度）42.9％（H19 年度）
※平成 19年度事業終了

50％

地域体育館の整備数 10 施設（H12年）11 施設（H20 年度） 14 施設

市域における温室効果ガス排出量 823 万トン（H2 年）関電係数 4.8％減

少，全国係数 1.1％

減少（H19 年，対 H2

年） 

10％削減

ごみ処理量（焼却処理する可燃ごみと埋立

処分する不燃ごみ） 

777,790 トン
（H 9 年度）

24.4％減
（H19 年度，対 9 年
度） 

15％削減

ごみ処理量に占める資源回収の割合 2.5％（H 9 年度） 5.6％（H20 年度） 16％

10 年確率降雨（62mm/h）に対応した公共

下水道施設の整備率 

1.0％（H11 年度） 17.3％（H20 年度）30％（市街地の 1/3）

火災件数 330 件
（H7～11 年平均）

198 件（H20 年度） 220 件

文化財市民レスキュー体制の確立数 20 件（H12年） 235 件（H20 年度） 200 件（体制が必
要な対象物すべ
て） 

安
ら
ぎ 

市民防災行動計画の策定組織数 0 組織（H12 年） 6,066 組織
（H20 年度）

6,000 組織（すべ
ての自主防災部）

参考資料 



 

電柱の見えない歩道等の延長（電線類地中

化等） 

21.85km（H11 年度）53.1km（H20 年度） 60km

市民 1人当たりの都市公園面積 

（京都市統計書 20 年度版） 

3.08 ㎡（H12 年） 4.72 ㎡（H19 年度） 6 ㎡

留学生数 2,677 人（H11 年）4,688 人（H20 年度） 3,700 人

市立図書館の蔵書数 140 万冊（H12年度）175 万冊（H20 年度） 300 万冊

学校のコミュニティプラザ数 7ゾーン（H12年度）14 ゾーン（H20 年度） 17 ゾーン

地域の生涯学習コーディネーター数 0 人（H12年度） 317 人（H20 年度） 500 人

事業所開業率 

（平成 18年事業所・企業統計調査） 

2.3％（H3～8年） 2.9％
（H13～18 年）

10％

観光客数 3,899 万人（H11 年）5,021 万人（H20 年） 5,000 万人

海外からの観光客（宿泊客）数 39 万人（H11年） 937,241 人（H20 年） 80 万人

シティーカレッジ（現京（みやこ）カレッ

ジ）科目提供数 

250 科目，34大学
（H12 年度）

448 科目,37 大学
3 機関（H21.9 月）

500 科目，49 大学

「青年の家（現青少年活動センター）」の

利用者数 

24 万人（H11年度）373,184人(H20年度) 30 万人

「地区計画」策定箇所数 30 地区（H11年度） 52 地区（H21.8 月） 60 地区

市内におけるひとの移動の公共交通機関

分担率 

48.2％（H10 年度） 46.8％（H20 年度） 55％

華
や
ぎ 

インターネット利用率 28.9％（H11 年） 75.3％（H20 年度） 90％

市政に関心のある市民の割合 75％（H11年） 78.8％（H21 年度） 90％

公開している審議会等の数 23 件（H12年） 125 件（公開可能な
審議会等のすべて

を公開）（H20 年度）

ほぼすべて

委員を公募している審議会等の数 4 件（H12年） 61 件（H20 年度） ほぼすべて

パブリックコメントの実施件数 2 件（H11年） 31 件（市民参加推進
条例及び同施行規
則で義務付け） 

（H20 年度）

市政の各分野の
構想や計画の策定
に当たってはほぼ
すべて 

パ
ー
ト
ナ
ー 

市内における民間非営利組織（NPO）法人

認証数 

75 件（H12年） 651 件（H20 年度） 450 件（法人資格
取得意向のある団
体すべて） 

 

 

 

 指標名 策定時 現況値 目標値 


